
























































対象者 年齢（歳） 身長（cm） 体重（kg）
A 22 170.0 54.4
B 19 171.5 62.9
C 19 173.0 68.8
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2．キネマティクス的特徴
　図4は，ナショナルチームM選手と大学競技者C選手のクラシカル走法
におけるダブルポーリング技術の比較を11分割した画像である．この分
割画像をPCに取り込み，パワーポイントで①ストックの先端，②グリッ
プ先端，③肘，④肩，⑤大転子，⑥膝，⑦足首，⑧つま先の各部位をポイ
ントとして，スティックピクチャーを作成した．
　M選手と比較をおこなった結果，加速期においては肘，股関節の角度，
ストックのプッシュのタイミング，足首の角度，前方への重心移動の違い
が確認できた．また，図5は，足首を基準として滑走時のグリップ位置の
軌跡をM選手と大学競技選手で比較した．その結果，ストックを突いた
時のグリップ位置，腕の動かし方などがグリップの移動軌跡に違いがみら
れることがわかった．
　これらのことより，簡易的な画像分析においても十分に技術を分析する
ことができ，スティックピクチャーとして処理することでより明確な分析
となった．
図5．グリップ位置の移動軌跡
図6.　腕エルゴメーターを
使用したトレーニング方法
パフォーマンス向上のための一考察
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Ⅳ．今後の展望
　今回の報告したLT滑走テストによる血
中乳酸濃度のLT1，LT2をもとにクラシカ
ル走法の競技レベルの確認やトレーニング
強度・時間・頻度を設定することができる
と考えられる．また，今回実施した画像分
析は，簡易的であるが，比較をおこなう上
でも十分明確であることがわかった．例え
ば，キネマティック的な特徴からストック
ワークのトレーニングは，図6のような腕
エルゴメーターを使用することにより，技
術的な改善ができると考えられる．これら
のことは，効果的に競技パフォーマンスを
向上させるための一助となることが考えら
れる． 
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